
11
月
13
日
（
日
）
静

岡
市
の
駿
府
城
公
園
で

「
浜
岡
原
発
の
再
稼
働

を
許
さ
な
い‼

ひ
ま
わ

り
集
会
in
し
ず
お
か
」

が
開
か
れ
、
４
０
０
名

の
参
加
者
が
浜
岡
原
発

再
稼
働
反
対
・
廃
炉
の

声
を
上
げ
ま
し
た
。

集
会
は
赤
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

赤
ふ
ん
ど
し
姿
で
社
会

問
題
に
対
し
て
の
問
題

提
起
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

動
画
投
稿
を
行
っ
て
い

る
『
せ
や
ろ
が
い
お
じ

さ
ん
』
の
愉
快
な
ト
ー

ク
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
始
ま
り
、
メ
イ
ン

ス
ピ
ー
チ
は
、
せ
や
ろ

が
い
お
じ
さ
ん
、
三
上

元
（
元
湖
西
市
長
）
早

川
由
美
子(

映
画
監
督)

青
田
恵
子
（
南
相
馬
市
出
身
）
の
各
氏
が
行

い
ま
し
た
。
三
上
元
さ
ん
は
、
「
国
防
を
考

え
た
ら
原
発
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
に
政
府
に
は
そ
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
採
択
し
た
集
会
ア
ピ
ー
ル

で
は
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
、
原
発
が
戦

争
の
標
的
に
な
る
こ
と
に
世
界
中
の
人
々
が

震
撼
し
ま
し
た
。
日
本
に
多
く
の
原
発
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
安
全
安
心
を
守
る

意
味
で
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

岸
田
首
相
の
原
発
推
進
政
策
は
、
当
然
浜
岡

原
発
の
再
稼
働
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

浜
岡
原
発
は
津
波
や
地
震
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
世
界
一
危
険
な
原
発
で
す
。
あ
ら
た
め

て
、
参
加
者
全
員
で
岸
田
首
相
の
原
発
推
進

政
策
と
、
浜
岡
原
発
再
稼
働
反
対
そ
し
て
、

廃
炉
の
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

静
岡
市
平
和
委
員
会
は
10
月
19
日
シ
ズ
ウ
ェ

ル
で
、
平
和
問
題
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

日
本
平
和
委
員
会
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
『
か

な
り
キ
ケ
ン
で
す
・
岸
田
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
・
憲
法
に
も
と
づ
く
平
和
外
交
を
』

を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
に
静
岡
市
平
和
委
員
会
の
理
事
７
名

が
そ
れ
ぞ
れ
各
章
の
要
旨
を
発
表
し
、
参
加

者
み
ん
な
で
討
論
し
深
め
合
う
と
い
う
方
式

で
す
。
今
ま
で
は
講
師
を
招
い
て
講
演
を
聞

く
学
習
会
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
に
み
ん
な
で
学
び
会
う
方
式
も
楽
し
く
感

じ
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
が
自
分
の
任
期
中
に
憲
法
改
正

を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
防
衛
費
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
１
％
か
ら
２
％
と
２
倍
に
し
て
、
い

ま
大
規
模
な
軍
備
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
今
ま
で
の
専
守
防
衛

の
原
則
を
く
つ
が
え
し
、
敵
基
地
に

対
す
る
先
制
攻
撃
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
持
、
日

米
軍
事
同
盟
の
下
自
衛
隊
と
米
軍
の

共
同
訓
練
の
実
態
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
の
学
習
で
し
た
。

こ
の
危
険
な
動
き＝

岸
田
政
権
の

本
質＝

を
、
私
達
の
周
り
の
人
、
特

に
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
三
輪
矩
正
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藤枝、憲法９条の

碑 を訪ねて
いしぶみ

８月の末、憲法９条の碑に

逢いに藤枝まで行ってきまし

た。十数名が３台の車に分乗

しての、フィールドワークで

す。藤枝市のかなり山奥まで登っていきました。

伊藤千尋さんの著書『憲法９条の碑を歩く』に

もあるように９条の碑は国内にわずか二十数基、

静岡県内にはここ藤枝市に一基あるのみです。

到着した当初は、なんでこんな遠くのしかも杉

村孝さんという彫刻家の工房の敷地内にあるのか

疑問に思いましたが、説明してくださった方のお

話を聞いてようやくその理由がわかりました。

初めは中心部にある運動公園に設置を市役所の

担当部長に求めたところ、運動をする公園の目的

と違うと拒否され質問を重ねていく中で、国民の

中で意見の異なる物を公共の公園内に建てるのは

いかがなものかと本音が出たそうです。そこ以外

にも何か所かあたりましたがすべて拒否され、や

むを得ずご自身の工房のある敷地内に建てたとの

ことでした。

藤枝市や他の都市でも非核平和都市宣言を掲げ

ていても形ばかりで、実際には何もしていないの

が実態です。特に最近では政府が露骨に憲法改悪、

特に９条改悪を口にしているので、やがてなくす

物をあえてつくりたくないというところではない

でしょうか。こちらも世界の流れと力を合わせて

日本国憲法を守り、活用させていこうではありま

せんか。 大石 博史

つむじ風

▽
清
水
の
鉄
舟
寺
に
全
国
送

電
線
路
工
事
殉
職
者
慰
霊
碑

（
写
真

設
置
者＝

電
気
事

業
連
合
会
）
が
あ
る
。
お
寺

の
方
に
伺
う
と
、
送
電
用
鉄

塔
を
立
て
る
仕
事
を
清
水
の
造
船
所
で
働
く
マ

ス
ト
職
人
が
務
め
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
縁

で
鉄
塔
工
事
の
殉
職
者
の
慰
霊
碑
が
鉄
舟
寺
に

あ
る
と
の
こ
と
。
明
治
維
新
以
来
電
気
事
業
は

近
代
化
す
る
日
本
の
要
の
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
国
家
的
大
事
業
で
し
た
。
そ
れ
故

大
き
な
犠
牲
を
も
伴
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
米
各
国
は
日
本
よ
り
先
に
同
じ
道
を

歩
ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
電
化
に
代

表
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
は
唯
一
の

発
展
の
条
件
で
あ
っ
た
。
▽
し
か
し
、

環
境
問
題
か
ら
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
特
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
分
散
・

独
立
設
置
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、

発
展
途
上
国
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で

携
帯
電
話
を
使
用
し
て
い
る
二
ユ
ー
ス

が
流
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
中

央
集
権
的
な
巨
大
設
備
の
イ
ン
フ
ラ
が

近
代
化
の
条
件
で
は
無
く
な
っ
た
よ
う

だ
。
▽
近
い
将
来
に
経
済
の
基
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
再
生
可
能
な
自
然
光
・
風
な
ど
に

広
範
囲
に
代
わ
る
こ
と
で
経
済
の
枠
組
み
が
変

わ
り
、
市
場
経
済
の
役
割
も
変
化
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
え
る
。
そ
し
て
、
石
油
・
ガ
ス
な
ど

の
地
位
・
国
際
的
な
影
響
力
が
劇
的
に
変
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と

平
和
の
概

念
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

平和の概念が変わる時代 ～富田 家一郎～
風の

子

シズウェルで開かれた、平和問題学習会

浜岡原発の再稼働を許さない！!
11.13ひまわり集会inしずおか

平
和
問
題
学
習
会
開
催
！

挨拶する林克ひまわり集会実行委員長



台
湾
を
め
ぐ
る
緊
張
が
続
い
て
い
る

８
月
２
日
、
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
が
台
湾
を
訪
問
、
蔡
英
文
総
統
と
会
談
、

「
台
湾
の
自
由
を
守
る
米
議
会
の
決
意
を
示

し
た
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。
予
想
さ
れ
た

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
中
国
は
、
こ
れ
に
対

し
猛
反
発
を
し
た
。
台
湾
島
周
辺
で
か
つ
て

な
い
規
模
の
軍
事
演
習
を
行
っ
た
。
台
湾
本

島
を
囲
む
よ
う
に
し
て
、
そ
の
上
空
を
越
え

て
６
地
点
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。

な
ぜ
猛
反
発
を
し
た
の
か
？

米
国
大
統

領
継
承
順
位
第
２
位
の
下
院
議
長
ペ
ロ
シ
氏

の
台
湾
訪
問
は
、
中
国
に
と
っ
て
一
線
を
越

え
た
行
為
で
あ
り
、
習
近
平
国
家
主
席
が
バ

イ
デ
ン
大
統
領
と
の
電
話
会
談
で
、
台
湾
へ

の
干
渉
を
や
め
る
よ
う
、
直
接
警
告
し
た
直

後
に
行
わ
れ
、
中
国
に
と
っ
て
は
メ
ン
ツ
を

潰
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
か
ら
だ
。

９
月
18
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
米
Ｃ

Ｂ
Ｓ
の
番
組
で
、
米
軍
が
台
湾
を
守
る
の
か

と
の
質
問
に
対
し
て
「
イ
エ
ス
だ
。
も
し
実

際
に
前
例
の
な
い
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
は
」

と
明
言
し
た
。
今
ま
で
の
あ
い
ま
い
戦
略
か

ら
変
化
の
兆
し
か
？

し
か
し
、
米
国
務
省

は
、
そ
の
後
「
一
つ
の
中
国
政
策
」
は
変
わ

ら
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
。

10
月
16
日
、
共
産
党
大
会
で
の
習
近
平
の

活
動
報
告
の
中
で
「
台
湾
と
の
平
和
的
な
統

一
の
取
り
組
み
を
で
き
る
限
り
誠
実
に
継
続

し
て
い
く
が
、
武
力
行
使
の
放
棄
は
約
束
せ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
選
択

肢
を
留
保
す
る
」
と
、
前
回
大
会
報
告
で
は

触
れ
て
い
な
か
っ
た
武
力
行
使
の
可
能
性
を

言
葉
に
し
た
。

戦
争
に
な
り
に
く
い
要
素
も
あ
る
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
の
関
連
で
、
今
に
も

起
こ
り
そ
う
に
語
ら
れ
る
台
湾
有
事
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
す
ぐ
に
起
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
今
中
国
は
武
力
侵
攻
は
や
り
に
く
い
だ

ろ
う
。

中
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
動
向
を
見

て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
失
敗
の
轍
は
踏
み
た
く

な
い
。

ま
た
、
中
国
は
、
ロ
シ
ア
と
違
っ
て
米
国
、

日
本
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
と
経
済
的
な
結
び
つ
き
が

強
い
。
経
済
制
裁
さ
れ
れ
ば
ロ
シ
ア
以
上
に

こ
た
え
る
だ
ろ
う
。

中
国
は
、
台
湾
を
「
核
心
的
利
益
」
と
位

置
づ
け
、
統
一
は
必
ず
や
り
遂
げ
る
べ
き
課

題
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
大
事
な
「
核

心
的
利
益
」
は
、
現
政
権
の
統
治
が
揺

る
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

戦
争
に
向
か
う
流
れ
は
？

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
、
米
国
・
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
の
挑
発
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ペ
ロ
シ
訪
台
の
よ

う
な
挑
発
が
今
後
も
繰
り
返
さ
れ
る

心
配
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
相
ま
っ

て
、
台
湾
が
明
ら
か
に
独
立
の
方
向

を
目
指
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で
あ

る
。
「
独
立
の
方
向
」
と
い
う
レ
ッ

ド
ラ
イ
ン
は
具
体
的
に
は
ど
こ
か
わ

か
ら
な
い
が
、
賢
明
な
台
湾
人
は
独

立
を
口
に
し
な
い
と
い
わ
れ
る
。

米
国
の
軍
産
複
合
体
の
存
在
も
危

険
で
あ
る
。
米
国
は
、
日
本
の
国
家

予
算
に
匹
敵
す
る
軍
事
予
算
を
も
つ
。

小
さ
な
国
一
国
の
軍
事
力
に
相
当
す
る
と
い

わ
れ
る
空
母
打
撃
群
を1

1

個
も
持
っ
て
い
る

の
は
何
の
た
め
か
？
「
世
界
の
安
定
に
ア
メ

リ
カ
が
必
要
」
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
が
、

実
際
は
「
世
界
の
不
安
定
が
ア
メ
リ
カ
に
は

必
要
」
と
言
っ
た
方
が
的
を
得
て
い
る
。

日
本
と
の
か
か
わ
り

絶
対
に
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
中
に

も
台
湾
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
行
こ
う

と
す
る
勢
力
が
あ
る
。
故
安
倍
元
首
相
は
、

「
台
湾
有
事
は
日
本
有
事
、
日
米
同
盟
の
有

事
で
も
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

日
米
安
保

条
約
が
あ
り
、
米
軍
の
部
隊
は
沖
縄
を
中
心

に
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
強
行
可

決
さ
れ
た
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
は
、
集
団

的
自
衛
権
を
認
め
て
い
て
、
台
湾
を
め
ぐ
る

米
中
の
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
殆
ど
自
動
的
に

日
本
も
参
戦
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
南
西
諸
島
に
は
、
日
本
の
自
衛
隊

に
よ
る
対
中
国
シ
フ
ト
が
出
来
て
い
る
。
与

那
国
島
に
は
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
、
石

垣
島
や
宮
古
島
、

奄
美
大
島
な
ど
に

は
ミ
サ
イ
ル
基
地

が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
陸
海

空
に
わ
た
っ
て
日

米
共
同
演
習
が
日

常
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

強
力
に
な
り
つ

つ
あ
る
中
国
軍
に

対
抗
す
る
た
め
に
、

米
国
は
日
本
の
軍

備
強
化
を
求
め
て

い
る
。
軍
事
費
２

倍
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
も
と
を
辿
れ
ば
米
国
の
要
求
で

も
あ
る
。

こ
う
し
た
環
境
に
は
あ
る
が
、
米
国
も
中

国
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
の
応
酬
を
繰
り

返
し
て
い
る
し
、
危
険
回
避
の
手
だ
て
も
そ

れ
な
り
に
と
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
台
湾
を
め
ぐ
る
米
中

の
戦
争
は
絶
対
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

し
て
や
、
日
本
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
、
米
国

と
と
も
に
中
国
と
戦
争
を
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。(

10
月
28
日

記
）
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台
湾
有
事
と
日
本

～
合
戸

政
治
～

11月

29日（火）９の日行動 青葉前 12:00

12月

７日（水）核禁条約参加署名 東急前 12:00

８日（木）「武器はいらない 核はいらない」

平和を守る全国母親連絡会連鎖行動

東急前 12:00

９日（金）９の日行動 青葉前 12:00

19日（月）オール静岡アクション 青葉前 17:30

29日（木）９の日行動 青葉前 12:00

平和の動き
11～1２月

訴えとお願い
皆さん。私たちの平和運動の将来、若い世代への

継承、そして平和委員会の活動継続と、世代交代が

差し迫った課題となっています。その解決にはフェ

イスブック（Facebook）ツイッター（Twitter）など

ＳＮＳの活用が必須と言われています。

そこで、会員・読者の皆さん。知人、友人、家族

の方にＳＮＳを教わり、広げてください。

「政治を語る力」をつけ、「身内」ではなく、社

会全体に呼びかけることが望まれます。

よろしくお願いします。

静岡市平和委員会 会長

海野 順二

お
詫
び

前
号
（
91
号
）
２
面
、
「
久
保
山

愛
吉
さ
ん
の
命
日

追
悼
行
動
」
の

文
中
、
静
岡
県
原
水
協
理
事
長
の
御

名
字
の
漢
字
を
間
違
え
ま
し
た
。
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

正
し
く
は
「
木
藤
」
様
で
す
。
お

詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。


